
『土壌水分の見える化によるキク類の生産性向上』

【全体概要】 本県の主力輪ギク品種「精の一世」等では、夏期の地温上昇に伴う立枯れ症状の発生が問題となっており、安定生
産の妨げとなっている。適切なかん水管理は、立枯れ症状の発生を軽減することが知られているが、もっぱら生産者の経験に基づ
いた管理がされていることが多い。土壌水分をデータ化し、データに基づいたかん水管理の指標及びモデルを作成し、立枯れ症状
の発生を抑制することでキク類の安定生産に資する。
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主な取組内容
実績と今後の展開

「キクのかん水管理改善による立枯れ症
状の軽減」
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○ キク切り花の施設栽培における環境モニタリングを
利用した土壌水分データを取得した。データの見える
化を図るとともにかん水管理との関係性を把握した。

○ 土壌水分を含む環境データの計測とそれを活用した
栽培管理を推進する。

○ 立ち枯れ症状発生抑制と階級向上の両立を意識した
土壌水分管理の実践 0ha(R３)→0.２ha(R５)

○ 実証試験結果の検討会議の開催
○ 環境モニタリングを利用した栽培優良事例の温湿度データ
取得とかん水管理の実態把握

○ 実証試験の実施・実証試験結果の取りまとめ
○ 産地・実需者との情報交換会の開催
○ かん水管理指標案及びモデル案の作成

特 徴

①ロガーを使わないので安価にできる。

②定点カメラでメータ表示を撮影してデータを

保存。

③㎊値を把握し、かん水管理の適正化で立ち

枯れ症状の減少につながる。
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